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記入日：

団体名称

活動テーマ

活動の目的

<ひとり親家庭にサンタ訪問の様子>励ますメッ

セージと共に寄付で集めた絵本を届けた。

<朝日新聞一面に掲載>貧困家庭向けの記事が掲

載され、過去最大の反響を得ました。

<書店での寄付キャンペーンの様子>絵本寄付キャ

ンペーンを全国58書店で実施しました。

〒 110-0008

（住所）東京都台東区池之端2-4-16-305

（団体名） 特定非営利活動法人　チャリティーサンタ

（ホームページ）：https://www.charity-santa.com/

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

※本シートは、助成事業の成果報告として、団体のPR活動等に役立てて頂くためのものです。

※活動目的には、団体の主な活動分野を記載してください。また活動が多岐にわたる場合は、主要な活動分野を記載してくださ

い。

※一般に公表されますので、記載内容、画像については、プライバシー、著作権等に関する配慮をお願いします。

※活動テーマと活動目的は、プルダウンリストから当団体に申請いただいた活動テーマを選択してください。

（活動テーマの分類が複数ある場合は、申請事業に最も該当するテーマにしてください）

■得られたノウハウの共有・発信■受益者や地域社会の変化

受益者となる層に対して、アンケートでニーズの把握を

行った。アンケート調査を行い、メディアに対して発信を

行ったことで「クリスマスにおける経済的格差（子どもの

体験の格差）」を社会的なニュースとして発信すること

ができた。（テレビ（全国放送）4回、テレビ（地方

放送）2回、新聞（全国紙・５大紙）6回）課題

の社会的認知が高まったことにより、寄付などの流れを

つくることができた。

H29.9.1～H30.8.31

（寄付のノウハウ）

一般市民が「絵本を寄付（購入）」し、子ども達へ

の寄付とする取り組みを書店と展開。全国書店であ

る日本出版販売(株)、(株)リブロと連携し、クリスマ

スにできる社会貢献として実施した。

今回のノウハウ（寄付の仕組み）を拡大・拡充さ

せていく他、ウェブなどを通じ、様々な企業の社会貢

献の形の事例として発信していく。

（ボランティアコーディネートのノウハウ）

サンタクロース訪問の際にボランティアスタッフに渡した

サポートブックや講習会の内容は、自団体で全国展

開する。また、今回協力した連携団体との振り返り

会の際に共有を行い、参考としていただく声をもらっ

た。

助成金額

　　1,000,000円

助成期間

(得られた成果)

受益者となる家庭からは金銭的な厳しさに加

え、さびしさや不安の声があがり、また子ども達の

体験不足について悔やむ声も多く寄せられた。

また、実施後には「子どもが泣いて喜んだ」「子ど

もたちの力になった」といった感想も寄せられた。

（今後の課題）

・困難家庭の保護者への周知

　支援団体に繋がっていない「潜在的な顧客」へ

のアウトリーチが今後の課題となっている。

・ボランティアの拡充

　周知が可能となり、事業が拡がることによって、

人員の確保が必要となるため、ボランティアの拡

充とコーディネートを図る。

■得られた成果と今後の課題

活　　動　　風　　景

NPO法人チャリティーサンタ

経済的困難を抱える子どもを支援する活動

経済的困難な家庭では、「物」「人とのつながり」「教育・経験の機会」などが奪われており、子どもの自己肯定感が剥

奪されている。本活動は、その中でも「経験の格差＝家庭内での思い出の格差」に注目をし、経済的困難な家庭の

子どもとその家族に「心に残る思い出」を提供することで子どもたちの自己肯定感の醸成に寄与することを目指す。

また、多くの一般市民によるボランティア参加や企業・既存の支援団体などの巻き込みを図ることで、多様なステーク

ホルダーによる地域で子どもたちを支える機運を形成する。

■活動目標

①支援団体への正式協力依頼（打診・実施了承済）

②ボランティア養成のための講習会プログラム内容について

検討

③アプローチ方法、内容の検討

④企業（既存＋新規）への協力依頼

⑤寄付募集サイトの準備・公開

⑥ボランティア、訪問家庭の募集

⑦ボランティア説明会・講習会の実施

⑧訪問家庭との連絡調整

⑨クリスマス・イブの実施準備

⑩アンケート実施

⑪アンケート分析結果による検討会の実施

⑫報告会の開催

経済的困難な家庭では、「物」「人とのつながり」「教育・

経験の機会」などが奪われており、子どもの自己肯定感

が剥奪されている。本活動は、その中でも「経験の格差

＝家庭内での思い出の格差」に注目し、経済的困難な

家庭の子どもとその家族に「心に残る思い出」を提供する

ことで子どもたちの自己肯定感の醸成に寄与することをめ

ざす。また、多くの一般市民によるボランティア参加や企

業・既存の支援団体などの巻き込みを図ることで、多様

なステークホルダーによる地域で子どもたちを支える機運を

形成する。

2017.6月～8月

 

9月～10月

 

10月～11月

11月～12月

2018年1月

2月～3月

■活動結果（概要）

活動名

・経済的困難の中にある家庭の子どもに自己肯定感を育む「思い出」を届けることにより、不要な劣等感を防ぎ、こど

もの将来の選択肢が広がる

・経済的困難の中にある家庭のなかでも潜在層のうちにつながることで、支援を受けやすい状態として、地域の中での

孤立の予防に繫がる

■各スケジュールごとの活動内容

②生活支援活動

子どもとサンタの写真 booksanta写真

2017年度 ドコモ市民活動団体助成事業　終了報告書

2018年11月12日

■実施スケジュール結果

■長期成果

貧困家庭の子どもの思い出格差を支援し、

自己肯定感を育む活動


